
１ 直近 2年間の事業の進捗 

H29 年度  
4月 ・待機児童ゼロ（国基準） 2 年連続達成 

・公私連携型保育所「ケヤキッズ保育園」がオープン
・「グレース子育て支援センター」、「おやこ DE 広場みのり台」を開設
・子ども家庭相談課内に「子ども家庭総合支援拠点」を整備
・子ども家庭相談課内に「子どもの未来応援担当室」を設置
・児童短期入所等委託業務に土曜日養護(さわらびドリーム保育園)を追加
・松戸市特定不妊治療費助成事業において、男性不妊治療への助成を開始

6 月 ・市内全 23 駅の駅前・駅中に小規模保育施設設置完了 
7 月  ・「子どもの未来応援会議」の設置 
8 月 ・常盤平児童福祉館 50 周年 記念事業の開催 

・送迎保育ステーションでの一時預かりを開始
・子どもの学習支援事業（新松戸、松戸、常盤平）に六実地区を追加
・子育て支援 PR動画「Family Support No.1」の映画館 CM上映を再開

9月 ・放課後 KIDS ルーム（古ケ崎小、常盤平第三小、小金北小）を開設
11月 ・「ラポールマツド」病児の受け入れを開始(病児・病後児保育)
12月 ・「共働き子育てしやすい街ランキング」全国編第 1位受賞

・「まつど DE子育てアプリ」の提供開始
1月 ・子育て支援 PR動画「世界一の感謝状」の制作・公開（YouTube再生回数 23万回）

・ゲットユアドリーム 古ヶ崎中学校で開始
2月 ・ふれあい体験 小金中学校で開始

H30年度 
4月 ・待機児童ゼロ（国基準） 3 年連続達成

・新松戸送迎保育ステーションの開設
7月 ・「認定こども園 風の丘」「風の丘子育て支援センター」がオープン
８月  ・青少年会館と文化ホール内に「中高生の居場所」がオープン
９月 ・「まつど DE子育て LINE」の提供開始
10月 ・「おやこ DE広場矢切」がオープン 

・病児・病後児保育「すこやかルーム」を開設
2 月 ・放課後 KIDS ルーム（上本郷小、稔台小、柿の木台小、旭町小）を開設 

・常盤平児童福祉館内に「ほっとるーむ常盤平」を開設
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２ 子ども・子育て支援の地域資源 
平成 31年 3月 1日現在 

教育・保育施設 
（※1参照） 

幼稚園 37 
認定こども園 9 
公立保育所 17 64 
私立保育園 47 

地域型保育事業 小規模保育施設 61 
保育事業 病児・病後児保育施設 4 

病児・病後児保育（体調不良時対応型） 3 
ショートステイ 1 
トワイライトステイ 1 
休日養護 1 
土曜日養護 1 

その他保育関連 幼稚園の預かり保育 13 
地域子育て支援拠点 おやこＤＥ広場 17 25 

子育て支援センター 8 
放課後子ども 
総合プラン 

放課後児童クラブ 45 
放課後 KIDS ルーム 24 

児童館・こども館 
（児童厚生施設等） 

児童福祉館 1 
こども館 2 

※1 教育・保育施設の施設数の変化
（か所） 
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切れ目のない子育て支援の強化 
★ 日本経済新聞社関連「共働き子育てしやすい街ランキング」で引き続き高評価
「松戸は全国トップレベルで子育て支援に取り組んでいるまちである」との証
と受け止めています。

★ 今後も、妊娠・出産から子育てまで切れ目のない支援を更に充実させます。

～ これまでは、特に未就学児への支援が中心 ～
(1) 保育施設の充実【 758,250千円】

◎ 県内一位の整備数となる小規模保育施設を、更に10か所整備
 〔71か所⇒81か所〕 

◎ 保育所建て替えなども実施し定員369名増 〔8,168名⇒8,537名〕

(2) 幼稚園での預かり保育の促進と利便性向上【 228,667千円】
◎ 長時間の預かり保育を行う幼稚園を更に増 〔18園⇒23園〕
◎ 送迎保育ステーション増設〔2か所⇒4か所〕

(3) 「保育士」と「幼稚園教諭」の確保【 679,094千円】
◎ 保育士確保と定着化への支援を継続 【 674,829千円】

◎ 新卒幼稚園教諭対象の家賃補助［ 2,880千円］や
就職支援金の貸付制度［ 500千円］を新規導入 【小計 4,265千円】

(4) 地域子育て支援拠点の充実【 296,800千円】
◎ おやこＤＥ広場を増設して乳幼児一時預かりも実施し、

子育て支援センター1か所新たに夜間まで延長〔計23か所⇒計24か所〕

計 2,333,963千円 

 ～ 今後は、小・中・高校生への対策事業に着手 ～ 

(5) 「居場所づくり」 と「貧困対策」【 285,378千円】
◎ 放課後ＫＩＤＳルームを増設 〔24校⇒27校〕
◎ 小学生の居場所づくりモデル事業を開始

 〔六実･六高台地区 市民センター〕 
◎ 県内初で市職員を固定配置した スクールソーシャルワーカー 増員

 〔3名⇒4名〕 
◎ 中高生の居場所を1か所新設 〔2か所⇒3か所〕
◎ 子どもの学習支援事業：小・中学生クラス対象の会場を増設

 〔5か所⇒6か所〕 

(6) 「いじめ」や「医療的ケア児」などへの対応【 85,774千円】
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